２０１２．８．１３
コンプライアンス部　大草

「なぜ企業不祥事は起こるのか」（ローレンスEミッチェル著）を読んで
標記の書物を読んで、刺激を受けた事項をアトランダムにメモしておく。

１．「会社の無責任」
・会社の法的な構造の中に問題がある。

・短期的な株主利益（株価）の最大化が経営目的となっている

２．「人は費用ではなく、資産だ」
・簡単に人の費用削減（リストラ）するものではなく、価値を産む源泉としての資産・財産である。

３．会社法における不正のトライアングル
・機会（責任有限・・無責任）、動機（短期の株主利益の追求）、正当性（合法）というトライアングルを保障する仕組みが会社法の仕組みに他ならない。

・会社法は、企業の無責任性を保障するものであり、企業に社会的責任を求めるものにはなっていない。
・短期的な株主利益の追求には、CSRやコンプライアンスは貢献しない。

・会社の目的からして、コンプライアンスを重視するインセンティブが働かない。

４．会社の有限責任は、蒸気機関より重要な発明だ！！株価最大化のコストを外部化した。
５．ステークホルダー間で相矛盾する要請がなされたとき、どういう考え方、基準でどう相矛盾する要請に応えるべきか。①社会倫理、②当社の理念（情報革命で人々を幸せに）、③大義の観点から、よりふさわしい要請を見出して、それに応えるべきか。どれか１ステークホルダーの要請を選択するのか、複数のステークホルダーの要請にウェイト付けして応えるのか、段階毎に分けて時間軸で応えていくのかなどどれを選択すべきか。
６．孫社長は、義と利が対立したら、義を採る。義と義が対立したら、大義を採ると言っている。
７．企業は、株主利益（株価）の最大化を目的とするものであり、それは有限責任によって守られている。この企業に、責任ある行動、道徳的な行動、説明責任は期待できない。
８．信頼はビジネス上の重要な財産であることは、心理学的な研究によっても裏付けられている。信頼の存在により、監督が大幅に削減されうる。

９．アメリカの株主利益の最大化の達成システムとしての組織。その組織における信頼の不足のため、監視主義のコストが増大する。ドイツや日本は、協力的な企業システムは、企業全体の信頼レベルが大幅に高い。（256頁）

↓

小職の見解

１．株主の有限責任のツケは、社会がかぶることになる。即ち、倒産した結果、支払いきれない負債は結果的に社会が負担することになる。このため、企業の活動は、最終的に責任をかぶってもらう社会に対し、責任を負っていると考えるべき。よって、好き勝手な企業活動は許されず、ＣＳＲ（コンプライアンスを含む）という概念が生じる。

２．アメリカの株主利益の最大化とそのための企業システムを支援する法律構造が、企業不祥事を発生させているという。支援する法律構造とは、何を指すのか。
①有限責任と株式流動化
②株主、取締役、取締役会などの権限を規定する商法。

③人件費を経費とみなす会計と税金制度。人財として資産計上する会計制度にすべき。

３．企業の社会的責任

アメリカ企業は、法的に、経営者を短期的な業績達成へ走らせる構造となっている。このため、経営者は、責任と道徳観をもって行動する自由を制限されている。その結果が、不道徳な企業行動なのである。これが、不祥事を発生させる最大の原因という。
以上

